
  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補充問題  塾技 45 根・茎・葉 ② 

 
問題 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（筑波大附高） 

）） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

（1）この実験は，植物が気孔を通して体内の水を水蒸気として体外へ放出させる現象，すなわち，

蒸散のはたらきを調べるためのものである。 

 蒸散 

 

（2）水面に油をたらすことで，水面からの水の蒸発を防ぎ，気孔からのみの水の蒸発量，すなわち

蒸散量を正確に測ることができる。 

 カ 

 

（3）アジサイでは，気孔は葉の表，裏，茎のそれぞれに存在する。 

「塾技 45  」より，それぞれの蒸散量を調べる。 

実験①では，葉の表と裏と茎で，実験②では葉の裏と茎で，実験③では葉の表と茎で，実験④で

は茎のみで蒸散が起こる。 

実験①：葉の表＋葉の裏＋茎からの蒸散量 = 300.0－263.0 = 37.0〔g〕… ①' 

実験②：葉の裏＋茎からの蒸散量 = 300.0－273.0 = 27.0〔g〕… ②' 

実験③：葉の表＋茎からの蒸散量 = 300.0－288.0 = 12.0〔g〕… ③' 

実験④：茎からの蒸散量 = 280.0－278.0 = 2.0〔g〕 

ここで，葉の表からの蒸散量は，①'－②'より，37.0－27.0 = 10.0〔g〕 

また，葉の裏からの蒸散量は，①'－③'より，37.0－12.0 = 25.0〔g〕 

蒸散量が多いほど気孔の数が多いと考えられるので，気孔は，葉の裏，葉の表，茎の順に多く，

適切な記号はイとわかる。 

なお，一般に，気孔は茎より葉の方が多く，陸上植物では葉の表側より裏側の方が多いが，オニ

ユリなどの例外もある（「塾技 45」用語チェック 2）ので，本問の解答のように，実験結果からそ

れぞれの場所における蒸散量を計算できるようにする必要がある。 

 イ 

（4）「塾技 45」用語チェック 3を参照。 

蒸散には，体内の水量調節・体温調節・水分移動のはたらきなどがあり，気温が高いときや日光

が当たるときなどに盛んに起こる。 

グラフの質量の差は蒸散量を表し，前述より，蒸散は昼に盛んに行われるので，適切なグラフの

記号はエとわかる。 

 エ 

塾技 45  補充問題 解答・解説 
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